
Edwards SAPIEN 3 Ultra RESILIA
僧帽弁位Valve-in-Valve
手技概要

本資料は、僧帽弁位Valve-in-Valveの
手技概要です（一部の手順のみを記載）
適応、禁忌、警告、注意事項、起こり得る有害事象などの
詳細に関する情報は添付文書およびトレーニングマニュアルを
ご確認ください。

心房中隔穿刺を実施

Host弁をクロスして左室にワイヤ留置

心房中隔裂開術の実施：10-14 mm径バルーンを使用

eSheath+ を挿入：Edwardsロゴマークを天井側に向けて挿入

（ラピッドペーシング用）ペースメーカリードを留置

シースを介してデリバリーシステムを挿入

生体弁のアライメント

心房中隔を通過してHost弁までデリバリーシステムを進める

フレックスカテーテルを引き戻す

生体弁の位置決め

生体弁の留置

デリバリーシステムを抜去

生体弁留置後の評価

遠位側/
テーパーチップ

流入側/
アウタースカートTHVのクリンプの向き、サイズ、拡張容量、

ACT>300秒を確認
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